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10月

７
日
（
日
）
大
本
山
・
清
澄
寺
で
、
日
本
の
伝
統
芸
能
「
能
」
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
文
化
庁
の
「
文
化
遺
産
を
活
か
し

た
観
光
振
興
・
地
域
活
性
化
事
業
」
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
当
日
は
、
同
寺
に
あ
る
国
指
定
の
天
然
記
念
物
・
千
年
杉
の
も
と
、
か

が
り
火
を
た
い
て
「
薪 た
き
ぎ
の
う
能
」
を
演
じ
る
予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
悪
天
候
の
た
め
、
同
寺
内
の
研
修
会
館
に
舞
台
を
移
し
上
演
。
能
の

前
座
と
し
て
行
わ
れ
た
狂
言
・
附 ぶ

す子の
上
演
後
、
観 か
ん
ぜ
り
ゅ
う

世
流
の
能
「
鵜
飼
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。「
鵜
飼
」
は
、
同
寺
で
立
教
開
宗
し
た
日
蓮

聖
人
を
題
材
に
し
た
、
い
わ
ば
ご
当
地
能
。
鼓
と
笛
の
音
が
響
く
独
特
の
雰
囲
気
の
な
か
、
国
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
・
馬
野
正
基
さ

ん
の
迫
力
あ
る
演
技
に
、
来
場
し
た
約
５
０
０
人
の
観
客
が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
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演
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12月１日から

安心安全な社会づくりを目指し
鴨川市暴力団排除条例が施行

　
「
暴
力
団
か
ら
金
品
の
要
求
が
あ
っ
て
困
っ
て
い
る
」、「
暴
力
団
と
は
知
ら
ず
に
予
約
を
受
け
て
し

ま
っ
た
」、「
交
通
事
故
の
示
談
で
暴
力
団
が
介
入
し
て
き
た
」
―
。
市
で
は
、「
鴨
川
市
暴
力
団
排
除
条

例
」
を
制
定
し
、
12
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、
市
民
の
平
穏
な
生
活
の
確
保
と
事
業

活
動
の
健
全
な
発
展
を
目
指
す
た
め
、
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
基
本
理
念
や
、
市
民
・
事
業
者
・
市

が
暴
力
団
の
排
除
の
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
す
。
ど
う
ぞ
、
地
域
ぐ
る
み

で
暴
力
団
を
排
除
し
、
安
心
安
全
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

「
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
・
利
用
し
な
い
」

「
暴
力
団
に
資
金
を
提
供
し
な
い
」

　
千
葉
県
で
は
、
地
域
社
会
か

ら
暴
力
団
の
排
除
を
推
進
す
る

た
め
、
昨
年
９
月
に
「
千
葉
県

暴
力
団
排
除
条
例
」
を
施
行
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
鴨

川
市
を
は
じ
め
、
県
内
全
市
町

村
は
、
県
と
の
相
互
連
携
を
図

り
、
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

推
進
す
る
た
め
、
暴
力
団
排
除

の
条
例
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　
暴
力
団
が
市
民
生
活
や
事
業

活
動
に
不
当
な
影
響
を
お
よ
ぼ

す
存
在
で
あ
る
と
い
う
社
会
全

体
で
の
認
識
の
も
と
、
「
暴
力

団
を
恐
れ
な
い
」
「
暴
力
団
に

資
金
を
提
供
し
な
い
」
「
暴
力

団
を
利
用
し
な
い
」
を
基
本
に

暴
力
団
の
排
除
を
推
進
し
ま
す
。

▲暴力団排除に関する協定を鴨川警察署と締結

　
市
で
は
、
安
心
安
全
な
社
会

を
目
指
す
た
め
、
市
民
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
県
・
警
察
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

次
の
と
お
り
、
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

・
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
総

合
的
な
施
策
の
推
進

・
暴
力
団
の
排
除
に
役
立
つ
情

報
を
得
た
と
き
、
県
や
警
察
署

へ
の
情
報
提
供

・
市
民
や
関
係
機
関
、
団
体
な

ど
が
相
互
に
連
携
し
て
、
暴
力

団
の
排
除
を
推
進
で
き
る
体
制

づ
く
り

・
市
民
や
事
業
者
へ
の
情
報
提

供
な
ど
の
支
援

・
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
広

報
活
動
や
講
演
会
な
ど
の
開
催

・
小
中
学
校
で
の
暴
力
団
排
除

に
関
す
る
教
育
の
推
進

　
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の

協
力
が
、
暴
力
団
の
排
除
の
た

め
に
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

暴
力
団
か
ら
の
不
当
な
要
求
な

ど
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
困
っ

た
と
き
は
警
察
に
相
談
く
だ
さ

い
。
主
な
取
り
組
み
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
自
主
的
に
暴
力
団
の
排
除
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い

・
事
業
者
は
事
業
活
動
に
関
し

て
、
暴
力
団
の
排
除
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い

・
市
が
実
施
す
る
暴
力
団
排
除

に
関
す
る
施
策
に
協
力
く
だ
さ

い・
暴
力
団
な
ど
に
よ
り
不
当
な

要
求
が
あ
っ
た
場
合
は
警
察
に

相
談
く
だ
さ
い

・
暴
力
団
の
排
除
に
役
立
つ
情

報
を
得
た
場
合
は
、
警
察
へ
情

報
を
提
供
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
消
防
防
災
課

〔
☎
（
７
０
９
３
）
７
８
３
３
〕

ま
た
は
、
鴨
川
警
察
署
〔
☎

（
７
０
９
２
）
０
１
１
０
〕
へ

基
本
理
念

市
の
取
り
組
み

市
民
・
事
業
者
の
取
り
組
み
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最新の情報通信機器を導入
　同センターでは、最新の情報通信機器を配備し、指令業務の効率化を図ります。この
最新の情報通信機器を活用することで、１１９番通報から現場到着までの時間短縮が可
能となり、火災などの被害の軽減と傷病者の救命率の向上が期待されます。
■位置情報通知装置
　１１９番通報のとき、通報者の位置情報を受信した指令台へ瞬時に表示するシステムで
す。これにより速やかに災害地点などが特定でき、通報から消防車や救急車などの出動ま
での所要時間を短縮することができます。
■聴覚・言語障害者用の１１９番通報システム
　聴覚および言語に障害のある方は次の方法に
より１１９番通報ができます。
▷携帯電話やインターネット端末を使用した
「メール１１９」（事前に登録が必要）
▷「ＦＡＸ１１９」
■車両動態管理装置
　20消防本部の消防車や救急車などの位置情報
を常に把握し、管轄区域内の災害地点などに一番近い車両を選んで出動させることができる
システムです。これにより、災害地点などまでの所要時間を短縮することができます。

通報はなるべく固定電話で
　固定電話からの通報は発信地表示機能により瞬時に通報場所が特定され
ます。これに対し携帯電話からの通報では機種にもよりますが通報場所が
半径数1,000ｍまでしか絞り込むことができないものがあります。より迅
速な出動のためにも、なるべく固定電話での通報をお願いします。

住所や目標物は市町村名から
　同センターでは、20消防本部の管轄からの１１９番通報を受け付けますので、通報
の際は、瞬時に情報を整理するためにも、市町村名を伝えてから、目標物や住所をお
話しください。
※問い合わせは、安房郡市消防本部警防課〔☎０４７０（２２）２２３３〕へ

２月19日
から

来年

〝
１
１
９
番
〞通
報
の
受
付
は

　火災や救急時に緊急連絡する安房地域の「１１９番」通報は、これまで安房郡市消
防本部で受け付けていましたが、来年２月 19 日からは千葉市にある「ちば消防共同
指令センター」で一括して受け付けます。これは、千葉県北東部・南部の 20 消防本
部の１１９番通報の受信や、消防車や救急車の無線管制などの通信指令業務を、来年
２月 19 日から、同センターで共同運用するため受付体制を変更するものです。この
共同運用により、業務が効率化されるほか、各消防本部との連携・情報の共有化が可
能となり、隣接地域や大規模な災害のときの相互応援体制が強化されます。同センター
には、鴨川市以外からも多くの通報が入るため、連絡の際は、必ず市町村名を伝えて
から、内容をお話しするよう、ご協力ください。

　東日本大震災の発生を機に、女性ならではの視点
を取り入れた防災対策を行うことが求められていま
す。このセミナーでは、テレビ・ラジオにも多数出
演されている国崎信江氏（危機管理アドバイザー・
危機管理教育研究所代表）を講師に迎え、女性の立
場から家族や地域の防災対策についてご講演いただ
きます。申し込みは、11 月 16 日（金）までに、県
男女共同参画センター〔☎ 043（252）8036〕または、
市企画政策課〔☎（7093）7828〕へ。定員 100 人。
参加費は無料。無料託児所あり（対象は生後６か月
以上就学前までのお子さん。要予約）

午前 10時～正午
館山市コミュニティセンター
（館山市北条 740-1）

通報のときは 市町村名を伝えて必ず

国崎信江氏

男女共同参画セミナー　

「女性と防災」
～家族、地域の
　  防災対策５つのポイント～

11/28（水）

ち
ば
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
で

〔
千
葉
市
〕
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◇日　　程　11月１日（木）から 22日（木）まで
〔休養日：5日、10 日、15 日、19 日の 4日間〕
◇場　　所　総合運動施設
　１軍選手を中心に、スタッフや関係者など約 100 人が参加。
期間中はプロ野球選手の打撃や投球、守備の技術を間近で見るこ
とができます。プロ野球選手と身近にふれあえるチャンスも多く、昨
年も、会場のあちこちで来場者が直接選手にサインをもらう光景が見ら
れました。その日の練習スケジュールやキャンプ情報は、市または鴨川後援
会のホームページでお知らせします。

※詳しくは、スポーツ振興課〔☎（7093）5111〕または、企画政策課〔☎（7093）7828〕へ。市ホームページ
（http://www.city.kamogawa.lg.jp）や鴨川後援会ホームページ（http://www.kamogawa-marine.com/）でもお
知らせします

秋
季
鴨
川
キャンプ

　いよいよ本日 11 月１日から「2012 マリーンズ秋季鴨
川キャンプ」がスタート！来季に向けての巻き返しを図
るため、市総合運動施設での猛練習が始まります。投げ
て、打って、走って！懸命にボールを追う選手の皆さん
に、大きな声援を送りましょう。

◇日　時　11月4日（日）・18日（日）午後 3 時ごろ（練習の
都合により変更となる場合があります）
◇場　所　キャンプ会場内
　イベント参加の整理券は、当日、午
前９時45分から文化体育館前（予定）
で配付。参加費は無料。参加選手は
イベント直前の発表となります。

1・2軍
　　約100 人の大部隊
　　　　総合運動施設で練習

撮影会やサイン会など
　　　　　　交流イベントを実施

※11月11日（日）には市内少年野球チームなどを対象とした野球教室もあり
ますので、ぜひ見学にお越しください

みんなで
応援
しよう!!

　今年の鴨川キャンプには、キャプテンの今江選手、選手会長の大松選手をはじめ、岡田
選手、清田選手、伊志嶺選手や、今シーズン首位打者の角中選手、注目のルーキー藤岡選
手と益田選手のほか、1軍で活躍する主力選手が多数参加します。選手の息づかいまで聞
こえてきそうな近さで、プロ野球選手のパワー・スピード・技術を目の当たりにすること
ができるのは、キャンプ地ならではのこと。皆さん、ぜひ、キャンプ会場へ足をお運びく
ださい。なお、キャンプ参加メンバーは選手の都合により変更となる場合があります。

キャプテン今江選手など １軍の主力選手が多数参加！

千葉ロッテマリーンズ
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ＮＴＴ古畑局 ＮＴＴ
鴨川仲局

ＮＴＴ鴨川局

ＮＴＴ
天津小湊局

ＮＴＴ
千葉小湊局

ＮＴＴ鴨川代局

ＮＴＴ江見局

サービス開始
（12月14日） サービス開始

（12月14日）

サービス開始
（11月15日）
提供エリア
追加拡大

サービス開始
（11月15日）

サービス開始
（11月15日）

サービス開始
（12月14日）

サービス開始
（12月14日）

　
高
速
で
大
量
の
情
報
を
通
信
で
き

る
「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
」
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
拡
大
に

よ
り
、
市
内
全
地
域
で
光
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
「
フ
レ
ッ
ツ
光
」

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
皆
さ
ん
か
ら
、
光
フ

ァ
イ
バ
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
エ
リ

ア
拡
大
に
向
け
た
要
望
を
市
が
取
り

ま
と
め
、
昨
年
６
月
24
日
に
東
日
本

電
信
電
話
株
式
会
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
）
へ
要
望
書
を
提
出
し
た
結
果
、

同
社
に
よ
る
通
信
網
の
整
備
事
業
に

よ
り
「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
」
の
利
用
エ
リ
ア
が
拡
大
し
た

も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
鴨
川
駅
周
辺
で
は
利

用
可
能
で
し
た
が
、
こ
の
整
備
に
よ

■
日
時

11
月
23
日
（
金
・
祝
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
集
合
場
所
　
棚
田
倶
楽
部

■
内
容　

「
嶺
岡
山
の
自
然
観

察
」
を
テ
ー
マ
に
、
周
辺
環
境
に

見
ら
れ
る
自
然
や
水
辺
・
森
林
の

生
き
物
を
学
ぶ
。
講
師
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
大
山
千
枚
田
保
存
会
事
務
局

長
の
浅
田
大
輔
氏
。
対
象
は
小
学

生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
）
。
参
加
費
は
５
０
０
円
（
保

険
代
な
ど
）
。
山
歩
き
が
で
き
る

服
装
・
長
靴
で
。
軍
手
・
弁
当
・

筆
記
用
具
を
持
参

■
申
し
込
み

企
画
政
策
課
〔
☎
（
７
０
９
３
）

７
８
２
８
〕
へ
。
先
着
20
人

〝
市
内
全
域
〞で
利
用
で
き
ま
す

光
フ
ァ
イ
バ
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

り
、
鴨
川
・
天
津
小
湊
地
区
で
は
11

月
15
日
か
ら
、
江
見
・
長
狭
地
区
で

は
12
月
14
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
提
供

開
始
と
な
り
ま
す
（
下
図
）
。

　

こ
の
エ
リ
ア
拡
大
に
伴
い
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
や
各
代
理
店
が
、
訪
問
や
電

話
な
ど
に
よ
り
営
業
活
動
を
行
い
ま

す
が
、
必
要
の
な
い
方
は
、
会
社
名

や
担
当
者
の
氏
名
、
連
絡
先
を
確
認

の
う
え
、
必
ず
は
っ
き
り
と
お
断
り

く
だ
さ
い
。

　
費
用
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
〔
☎
（
０

１
２
０
）
１
１
６
１
１
６
〕
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大山周辺を
　　自然観察
第２回 嶺岡青空教室

　
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
お
使
い
の
電
話

番
号
や
電
話
機
の
ま
ま
で
料
金
も
お

ト
ク
な
Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス
「
ひ
か

り
電
話
」
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
総
務
課

情
報
化
推
進
係

〔
☎
（
７
０
９
３
）
７
８
６
１
〕
へ

「
フ
レ
ッ
ツ
光
」

　
　

サ
ー
ビ
ス
内
容

◎太海、天面、田原西、
北小町地区は、収容局に
より提供開始日（11 月
15 日または 12 月 14 日）
が異なります
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社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

11
／
14
に
住
民
説
明
会
を
開
催

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

過
去
10
年
以
内
の

保
険
料
が
納
付
可
能
に

大
切
に
保
管
く
だ
さ
い

「
新
市
民
会
館
」の
整
備
事
業

11
月
は

国
民
年
金
保
険
料

　

市
で
は
、
新
市
民
会
館
の

建
設
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
新
市
民
会
館

建
設
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に
、

地
震
・
津
波
に
関
す
る
新
し

い
情
報
が
次
々
に
発
表
さ
れ

る
な
ど
、
新
市
民
会
館
に
か

か
わ
る
状
況
が
変
化
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
新
市
民

会
館
整
備
事
業
の
財
源
で
も

　
気
づ
く
の

は 

あ
な
た

と
地
域
の 

心
の
目
―
。

　
児
童
虐
待

に
関
す
る
相
談
は
市
内
で
も
増

え
て
い
ま
す
。
子
育
て
を
し
て

い
れ
ば
、
誰
で
も
イ
ラ
立
ち
や

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
し
ま
う
も

の
。
そ
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
か

ら
虐
待
へ
と
発
展
し
て
し
ま
う

場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
子
育
て
は
自
分
ひ
と
り
で
抱

え
こ
ま
ず
、
誰
か
に
相
談
し
た

り
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を
す

る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
も
し
自
分
の
周
り
で
「
お
か

▶日時　11月 13日（火）
　午後１時30分～３時40分
▶場所　市役所４階大会議室
　問館山税務署
　〔☎0470（22）0101〕

■日　時　11月 16日（金）午後１時 30分から
■場　所　市民会館
■内　容　市内の戦没者 1,593 柱の霊を追悼。
代表者による献花を予定。

■送迎バスの運行
①曽　　　呂　　　　畑 公 会 堂 発　12:25
②東　　　条　　　　和泉嶋津商店前発　12:35
③大山・吉尾　　　　平 塚 本 郷 発　12:25
④吉尾・主基・田原　長 狭 中 前 発　12:40
⑤江見・太海・鴨川　真 門 観 音 前 発　12:30
⑥小湊・天津　　　　小 湊 駐 車 場 発　12:05
※送迎は「平成観光のバス」を使用。乗車はお
近くのバス停でどうぞ。帰りは市民会館前から
随時運行します。駐車場に限りがありますので、
自家用車での来場はご遠慮ください。詳しくは、
社会福祉協議会〔☎（7093）0606〕へ

戦没者の追悼式

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
日

本
年
金
機
構
か
ら
11
月
上
旬
に

郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
証
明
書
（
平
成
24
年
１

月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

納
付
分
）
は
、
平
成
24
年
分
の

確
定
申
告
ま
た
は
、
年
末
調
整

で
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
の
適
用
を
受
け
る

場
合
に
必
要
と
な
り
ま
す
。
年

末
調
整
を
す
る
方
は
、
必
ず
勤

務
先
に
提
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
方

は
、
今
回
郵
送
さ
れ
る
同
証
明

書
の
ほ
か
、
来
年
２
月
上
旬
に

郵
送
さ
れ
る
控
除
証
明
書
（
平

成
24
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
納
付
分
）
も
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
申
告
時
期
ま

で
大
切
に
保
管
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
同
機
構
控
除
証

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

可
能
期
間
の
延
長
（
後
納
制

度
）
が
10
月
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た

ま
ま
２
年
を
超
え
る
と
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
の
10
月
か
ら
、
３
年
間

に
限
り
、
過
去
10
年
以
内
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
将
来
も
ら
え
る
年
金
額

を
増
や
し
た
り
、
年
金
の
受
給

権
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

後
納
制
度
は
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
が
、
審
査

の
結
果
、
ご
利
用
い
た
だ
け

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
国
民
年
金
保
険
料

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
〔
☎
０
５
７

０
（
０
１
１
）
０
５
０
〕
ま

た
は
木
更
津
年
金
事
務
所

〔
☎
０
４
３
８
（
23
）
７
６

１
６
〕
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

年末調整の説明会

し
い
な
」、「
心
配
だ
な
」
と
感

じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
迷
わ
ず

相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口　

▽
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

〔
☎
（
７
０
９
３
）
１
２
０
０
〕

▽
福
祉
課
児
童
係
〔
☎
（
７
０

９
３
）
７
１
１
２
〕

明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
〔
☎
０
５

７
０
（
０
７
０
）
１
１
７
〕
へ

あ
る
合
併
特
例
債
に
つ
い
て

も
、
国
会
で
５
年
間
の
期
間

延
長
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
こ
れ
ら
の

状
況
を
踏
ま
え
、
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
住
民
説
明
会
の
日
程

▽
日
時　
11
月
14
日
（
水
）
午

後
７
時
か
ら

▽
場
所　
市
民
会
館

▽
対
象　
市
内
在
住
の
方

※
申
し
込
み
は
不
要
。
直
接
、

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
問

い
合
わ
せ
は
、市
民
交
流
課〔
☎

（
７
０
９
３
）
７
８
２
２
〕
へ
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放射性物質・放射線量の検査結果〔No.22〕

※一般廃棄物最終処分場に埋立可能な基準＝ 8,000 ベクレル／ kg 未満

問環境課〔☎（7093）7838〕焼　却　灰

測定場所・試料名 採取日
測定結果 ベクレル／kg
セシウム
134

セシウム
137

清　　掃
センター

主灰 9/14 8 13
飛灰 24 45

衛　　生
センター 主灰 9/13 33 54

※測定結果は、いずれも放射線限度量（1ミリシーベル
ト／年）を下回りました。各か所の測定結果詳細は、
市ホームページで公開しています

 問環境課〔☎（7093）7838〕大気（空間放射線量）

測定場所 測定日 測定結果
マイクロシーベルト／時

市内 17か所
(運動施設６・公民館 11) 10/11・12 0.04 ～ 0.12

問産業振興課〔☎（7093）7834〕農林水産関係

測定品目
（採取場所） 採取日 測定結果 ベクレル／kg

セシウム134セシウム137
温州みかん

（代、寺門、細野） 10/1 不検出 不検出
マアジ

(鴨川漁港・外房沖 ) 10/3 不検出 0.61
レンコン（畑） 10/9 不検出 不検出
柿（平塚） 10/9 不検出 不検出

※国の安全性を示す基準値　野菜・肉・魚介類など＝放射
性セシウム 100ベクレル /㎏以下

※県が測定を実施

問学校給食センター〔☎（7092）1538〕学校給食関係

測定品目
（生産地） 測定日 測定結果 ベクレル／kg

セシウム134セシウム137
サツマイモ（鴨川市） 10/2 不検出 不検出
キャベツ

（群馬県嬬恋村） 10/2 不検出 不検出
ハクサイ
（長野県） 10/2 不検出 不検出

※国の安全性を示す基準値　野菜・肉・魚介類など＝放射
性セシウム 100ベクレル /㎏以下

測定場所 採取日 測定結果 ベクレル／kg
セシウム134セシウム137

東町・横渚・保
台・奥谷浄水場 10/10 不検出 不検出
大多喜浄水場 10/ 9 不検出 不検出

問水道局〔☎（7093）1000〕水   道   水

※大多喜浄水場のみ南房総広域水道企業団。測定は水道
原水および水道水をそれぞれ、毎週 1回測定。測定し
た水質結果が管理目標値を十分に下回っていた場合の
測定頻度は、１か月に 1回となります

※測定結果の検出限界値は、いずれも１ベクレル／ｋｇ未満

危
害
防
止
対
策
強
化
月
間

狩
猟
免
許
試
験

11
月
15
日
か
ら
狩
猟
が
解
禁

11
月
は
動
物
に
よ
る

市
原
市
・
千
葉
県
射
撃
場
で

入
山
に
ご
注
意
を

■
犬
の
「
登
録
」
と
「
狂
犬
病

予
防
注
射
」
は
法
律
に
定
め
ら

れ
た
飼
い
主
の
義
務
。
首
輪
な

ど
に
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
を
必
ず
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。
他
人
へ
の
迷
惑
防
止
だ
け

で
な
く
、
病
気
や
事
故
な
ど
か
ら

猫
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
動
物
は
責
任

を
も
っ
て
最
後

ま
で
面
倒
を
み

ま
し
ょ
う
。
飼

え
な
く
な
っ
た

■
日
時　
12
月
１
日
（
土
）
午

前
８
時
30
分
か
ら

■
場
所　
県
射
撃
場
（
市
原
市
）

■
申
し
込
み　
11
月
９
日（
金
）

か
ら
16
日
（
金
）
ま
で
に
県
安

房
地
域
振
興
事
務
所
〔
☎
０
４

７
０
（
22
）
７
１
１
１
〕
へ
申

請
書
を
持
参

　
11
月
15
日
（
木
）
か
ら
、
市

内
全
域
の
山
林
で
狩
猟
が
解
禁

さ
れ
ま
す
。
期
間
は
来
年
２
月

15
日
（
金
）
ま
で
。

　
入
山
す
る
際
は
、
目
立
つ
衣

服
を
着
用
し
た
り
ラ
ジ
オ
を
か

け
た
り
す
る
な
ど
、
十
分
に
ご

場
合
は
、
ま
ず
新
し
い
飼
い
主

を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で

も
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
絶

対
に
捨
て
ず
、
鴨
川
地
域
保

健
セ
ン
タ
ー〔
☎（
７
０
９
２
）

４
５
１
１
〕
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

注
意
を
。
ま
た
、
ハ
ン
タ
ー
の

皆
さ
ん
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安

全
な
狩
猟
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
県
自
然
保
護
課

〔
☎
０
４
３
（
２
２
３
）
２
９

７
２
〕
へ

子育てトークとハープ演奏

「家庭教育講演会」
　市とオーシャンズ
若潮明社では、子育
てに不安や悩みを
持つ保護者を対象
に「家庭教育講演会」
を開催します。
　「聴こえていますか？子どもの声が～アイリッ
シュハープの調べにのせて～」をテーマに、オペ
レッタ作家・指導者でアイリッシュハープの奏
者・永山友美子氏の演奏と子育てトーク。幼児以
上の託児室もあります。定員200人。入場は無料。
どなたでも参加できます。
■と　　き　12月１日（土）
　　　　　　午後１時 30分～３時 30分
■と こ ろ　城西国際大学観光学部ＡＶ教室
■申し込み　生涯学習課〔☎（7094）0515〕へ



8 2012 年 11 月 1日号

　

市
で
は
、
来
年
１
月
13
日

（
日
）に
開
催
す
る「
成
人
式
」

の
案
内
状
を
、
10
月
中
旬
に
市

内
在
住
の
対
象
者
に
送
付
し
ま

し
た
。
式
典
へ
の
出
欠
席
に
つ

い
て
、
11
月
30
日
（
金
）
ま
で

に
、
同
封
し
た
返
信
は
が
き
に

ご
記
入
の
う
え
、
必
ず
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
外
へ
転
出
し
た
方

や
市
内
在
住
の
対
象
者
で
案
内

状
が
届
か
な
い
方
な
ど
、
参
加

を
希
望
す
る
場
合
は
、
生
涯
学

習
課
〔
☎
（
７
０
９
４
）
０
５

１
５
〕
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
対
象
は
、
平
成
４
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。　

　

市
で
は
、
郷
土
資
料
館
開
館

30
周
年
を
記
念
し
、
11
月
17
日（

土
）
か
ら
「
戦
国
の
鴨
川
〜
長

狭
郡
の
武
士
た
ち
〜
」
展
を
開

催
。
こ
の
展
覧
会
に
あ
わ
せ
、

次
の
と
お
り
解
説
講
座
を
行

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
25
日
（
日
）
午

後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

■
場
所　

文
化
財
セ
ン
タ
ー

（
郷
土
資
料
館
と
な
り
）

■
内
容　
「
戦
国
の
鴨
川
〜
長

狭
郡
の
武
士
た
ち
〜
」
展
の
展

示
資
料
の
解
説
を
は
じ
め
、
里

見
・
正
木
氏
の
研
究
の
状
況
を

紹
介
し
、
現
地
の
伝
承
な
ど
を

踏
ま
え
て
、
鴨
川
市
域
の
戦
国

時
代
の
出
来
事
や
実
情
に
迫
り

ま
す
。
講
師
は
、
郷
土
資
料
館

の
高
橋
誠
学
芸
員
。
対
象
は
中

■
日
時　
12
月
９
日
（
日
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
場
所　
城
西
国
際
大
学
観
光

学
部

■
内
容　
市
内
在
住
・
在
勤
の

医
療
、
介
護
、
保
健
、
福
祉
専

門
職
の
方
を
対
象
に
、
地
域
と

の
連
携
や
支
え
合
い
の
あ
る
地

域
づ
く
り
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
。

参
加
費
は
無
料

■
申
し
込
み　
11
月
22
日（
木
）

ま
で
に
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

〔
☎（
７
０
９
３
）１
２
０
０
〕

へ
。
先
着
１
０
０
人

■
日
時　

11
月
25
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30

■
日
時　
12
月
２
日
（
日
）
午

前
９
時
50
分
ス
タ
ー
ト
予
定

■
コ
ー
ス　
市
陸
上
競
技
場
〜

館
山
・
南
総
文
化
ホ
ー
ル
（
７

区
間
、
37
・
６
㌔
㍍
）

■
参
加
資
格　
高
校
生
以
上
で

編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

■
参
加
費　
１
チ
ー
ム
１
万
２

０
０
０
円
（
保
険
料
、
ゼ
ッ
ケ

■
日
時　
11
月
29
日
（
木
）
午

前
８
時
30
分
に
鴨
川
市
役
所
へ

集
合

■
場
所　
鋸
南
町
中
央
公
民
館
、

勝
山
周
辺

成
人
式
の
案
内
を
送
付
し
ま
し
た

展
覧
会
解
説
講
座

医
療
・
介
護
・
保
健
・
福
祉
専
門
職
の

参
加
者
を
募
集

出
場
チ
ー
ム
を
募
集

「
鋸
南
町
」
を
テ
ー
マ
に

11
月
30
日
ま
で
に
返
信
を

戦
国
の
鴨
川

〜
そ
の
実
情
に
迫
る
〜

「
地
域
連
携
セ
ミ
ナ
ー
」

「
絵
手
紙
教
室
」

第
67
回「
南
房
駅
伝
大
会
」

第
３
回

見
た
り・聞
い
た
り
安
房
の
国

ン
代
な
ど
）

■
申
し
込
み　
11
月
７
日（
水
）

ま
で
に
鋸
南
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
〔
☎
０
４
７
０
（
55
）

４
４
１
１
〕
へ
。
申
込
用
紙
は

鴨
川
市
文
化
体
育
館
〔
☎
（
７

０
９
３
）
５
１
１
１
〕
に
も
あ

り
ま
す

学
生
以
上
。
参
加
費
は
無
料

（
市
外
の
方
で
、
館
内
を
見
学

す
る
場
合
は
入
館
料
が
必
要
）

■
申
し
込
み　
郷
土
資
料
館

〔
☎
（
７
０
９
３
）
３
８
０
０
〕

へ
電
話
で
。
先
着
40
人

■
内
容　
「
城
下
町
勝
山
探
訪

〜
勝
山
城
と
安
房
勝
山
藩
の
歴

史
を
た
ど
る
〜
」
を
テ
ー
マ
に

講
義
と
現
地
学
習
。
参
加
費
は

１
０
０
円
（
保
険
代
な
ど
）

■
申
し
込
み　
11
月
４
日（
日
）

か
ら
11
日
（
日
）
ま
で
に
鴨
川

市
中
央
公
民
館
〔
☎
（
７
０
９

３
）
１
１
４
１
／
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
〕
へ
。
先
着
25
人
。

11
月
５
日
（
月
）
は
休
館

※
第
４
回
は
内
容
が
確
定
し
次

第
、
募
集
し
ま
す

■日　時　11月２日 ( 金 ) ～４日 ( 日 )
　　　　　午前９時～午後４時
　　　　　（４日は午後３時まで）
■場　所　市民会館・市民ギャラリー
特別イベント
■日　時　11 月３日 ( 土・祝 )
　　　　　午後１時 30 分～
■場　所　市民会館
■出場者　カールモ、鴨川マジッククラブ、寿々
　　　　　木一座、木更津総合高校「和太鼓部」
◎問い合わせ　郷土資料館〔☎（7093）3800〕へ

分
ま
で

■
場
所　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
内
容　
手
書
き
の
文
字
と
絵

を
添
え
た
年
賀
状
づ
く
り
。
対

象
は
小
学
校
４
年
生
以
上
の

一
般
の
方
。
親
子
の
参
加
歓

迎
。
参
加
費
は
５
０
０
円
（
材

料
代
）

■
申
し
込
み　
11
月
23
日（
金
・

祝
）
ま
で
に
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〔
☎
（
７
０
９
３
）２
３
６
６
〕

へ
。
先
着
15
人

第42回鴨川市文化祭

公民館まつり
天津小湊公民館発表会
■日　時　11月３日 ( 土・祝）～５日 ( 月 )
　　　　　午前９時～午後９時
　　　　　( ５日は午後５時まで )
■場　所　天津小湊公民館（入場は無料）
※詳しくは、天津小湊公民館〔☎（7094）2230〕へ



休日の救急医療機関・救急薬局〔11 月〕

乳児の健康診査
期　日 対　象 場　所

12 月５日（水）平成 24年 5月１日～6月 30日生まれの乳児 ふれあいセンター

■受付時間　午後 1時から１時 30分まで

１歳６か月児の健康診査
期　日 対　象 場　所

12月18日（火）平成 23年 5月１日～6月 30日生まれの幼児 ふれあいセンター

■受付時間　午後１時から１時 30分まで

期日（曜日） 病院名 薬　局　名
3 日（土・祝）
11日（日）
18日（日）
25日（日）

安房地域医療センター
(内・外・小児科）
☎ 0470（25）5111

－

4日（日） 東条病院（内・外科）
☎（7092）1207

鴨川鈴薬局（広場）
☎（7093）7087

23 日（金・祝）
市立国保病院

（内・外 ･小児科）
☎（7097）1221

川上回新堂薬局（南小町）
☎（7097）1133
安川薬局（大川面）
☎（7097）1777

◎毎日 24時間体制で受付（救急当番医ではありません）
　亀田総合病院 ☎（7092）2211 （内・外・小児・産・耳鼻・眼科）

献血にご協力を
期　日 時　間 場　所

11月26日（月）午前 10時～ 11時 45分 鴨川市役所
１階ロビー

※献血カードをお持ちください。
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今
年
８
月
以
降
に
生
ま
れ
た

乳
幼
児
に
対
し
て
、
３
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
・
百
日
せ
き
）
と
不
活
化

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
単
独
）
の

予
防
接
種
に
か
わ
り
、
ジ
フ
テ

リ
ア
・
破
傷
風
・
百
日
せ
き
・

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
Ｄ

Ｐ
Ｔ
‐
Ｉ
Ｐ
Ｖ
）
の
「
４
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
」
が
定
期
予
防
接

種
と
な
り
ま
す
。

11
月
８
日
は

「
い
い
歯
の
日
」で
す

生
後
３
か
月
〜
７
歳
６
か
月
の
乳
幼
児
は

「
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
」が
定
期
接
種
に

12月から 11月１日から

　 ふれあいセンターの健康推進課
 〔☎（7093）7111〕へ
問

　
対
象
と
な
る
方
に
は
、
接
種

医
療
機
関
の
お
知
ら
せ
と
あ
わ

せ
て
、
案
内
文
を
個
別
に
送
付

し
ま
す
。

■
対
象
年
齢　
生
後
３
か
月
以

上
７
歳
６
か
月
未
満

■
接
種
回
数　
４
回

※
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
不
活

化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
す
で
に

１
回
以
上
接
種
さ
れ
て
い
る
方

は
、
原
則
と
し
て
引
き
続
き
同

種
類
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て

く
だ
さ
い

　
11
月
８
日
は「
い
い
歯
の
日
」

で
す
。

　
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
は
、

食
べ
物
を
飲
み
こ
み
や
す
く
す

る
だ
け
で
な
く
、
味
わ
う
こ
と

や
、
消
化
・
吸
収
を
助
け
る
ほ

か
に
も
、
健
康
に
役
立
つ
効
果

が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

■
よ
く
噛
む
こ
と
の
効
果

▼
肥
満
の
予
防
（
満
腹
中
枢

が
刺
激
さ
れ
満
腹
感
が
得
ら

れ
る
）

▼
味
覚
の
改
善
（
食
材
本
来
の

味
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
）

▼
言
葉
の
発
音
（
表
情
が
豊
か

に
な
り
若
々
し
く
み
え
る
。
子

ど
も
は
、
あ
ご
の
発
達
を
助

け
、
歯
並
び
を
良
く
す
る
）

▼
脳
の
発
達
（
脳
細
胞
を
活
性

化
さ
せ
、
認
知
症
の
予
防
に
）

▼
歯
の
病
気
予
防
（
唾
液
が
出

る
こ
と
に
よ
り
、
虫
歯
や
歯
周

病
を
予
防
）

▼
が
ん
の
予
防
（
唾
液
に
含
ま

れ
る
酵
素
が
食
品
中
の
発
が
ん

性
を
抑
え
る
）
な
ど

　
１
本
で
も
多
く
の
歯
を
健
康

に
保
つ
た
め
に
は
、
歯
み
が
き

な
ど
に
加
え
、
か
か
り
つ
け
歯

科
医
を
決
め
て
、
定
期
的
に
ケ

ア
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　今年４月20日時点で住民登録があり、40・45・50・55・60歳（今
年４月１日現在の年齢）の市民の方へ、大腸がん検診の「検診
無料クーポン券」などを11月下旬に郵送します。検診は無料で、
申し込みも不要です。ぜひ、この機会に受診しましょう。

40・45・50・55・60歳の方へは
大腸がんの「検診無料クーポン券」を配布

〔 〕

　申し込まれた方には、11月下旬に案内と採便容器を郵送し
ますので、下記の回収日に忘れずに提出してください。まだ
申し込みが済んでいない方は、11月15日（木）までに健康推
進課保健予防係〔☎（7093）7111〕までご連絡ください。

■対　　象　40歳以上の方。上記いずれの会場でも提出できます
■検査方法　便潜血検査（指定容器に２日分の便を採取）
■費　　用　３００円（がん検診推進事業の対象者は無料）
※回収当日には、「容器配布」は行いません。必ず事前に申し込みを

大腸がん検診〔追加申込〕

期　日 会　場 受付時間
12月 3日（月）天津小湊保健福祉センター

午前９時 30分～
11時

ふれあいセンターで
は全日程午前９時～
午後３時受付

12月 4日（火）小湊出張所
12月 5日（水）江見出張所
12月10日（月）ふれあいセンター
12月11日（火）吉尾出張所
12月12日（水）市民会館

がん検診
推進事業

人  の  う  ご  き
１０月１日現在
人口　35,031（－ 28）
　男　16,588（－ 5）
　女　18,443（－ 23）
世帯　14,574（＋ 13）
出生  24　転入 76
死亡  38　転出 90

前月との
比 較



講座・講演会

◇期日　11月７日・14日・21日・28日
（毎週水曜日）
◇時間　午後1時20分～４時20分
◇場所　鴨川市商工会３階
　千葉県弁護士会所属の弁護士による法律
相談。相談時間は１人30分で2,000円。定
員は各日６人。申し込みは事前に同弁護士
会〔☎043（227）8972〕へ。クレジットサ
ラ金相談は無料

千葉県弁護士会
特別法律相談キャンペーン
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市立国保病院　
第18回公開講座

第33回リハビリ市民講座
発達障害の特徴と

コミュニケーション

亀田総合病院
応急手当秋期講座

赤十字奉仕団
「一日赤十字」

鴨川義塾 定期読書会
「学問のすすめ」

　11月 17日（土）午後２時～
　市立国保病院１階ロビー
　「子どもから大人まで　意

外と知らない予防接種の話」を
テーマに小橋医師の講演。予防
接種の基礎から子どもの新しい
ワクチン、大人の肺炎球菌ワク
チンなどを解説。福祉総合相談
センターの出張相談コーナーも。
参加費は無料

　公開講座事務局〔☎
（7097）1221〕へ

日時　11 月 17 日（土）午後１時
～２時
場所　亀田クリニック５階
内容　「発達障害の特徴とコミュニ
ケーション」をテーマに言語聴
覚士の講演。発達障害（学習障
害、ADHD、自閉症など）の特
徴にあわせたコミュニケーショ
ンについて紹介。先着 50 人（
当日受付）。どなたでも。参加費
は無料。託児施設はありません
問い合わせ　亀田クリニック〔☎
（7099）2211〕へ

日時　11 月 24 日（土）午前９時
～午後１時
場所　亀田総合病院教育棟３階
内容　いざという時に役立つ心肺
蘇生法やＡＥＤの使い方など講
義と実技。中学生以上ならどな
たでも。講師は医師や看護師、
救急専門家。参加費は 1,000 円
（資料代など）。定員 24人
締め切り　11月 10日（土）まで
申し込み　亀田総合病院継続学習セ
ンター〔☎（7099）1165〕へ

日時　11 月 26 日（月）午前 10
時～午後３時（受付は９時 40
分～）
場所　ふれあいセンター 2階
内容　ビデオ「八月の二重奏」放
映（午前 10 時 15 分～ 11 時
20 分）や救急法講習会「心肺
蘇生、ＡＥＤの使い方」（午後
１時～３時）。昼食はハイゼッ
クス（包装食袋）を使った非常
食。参加費は無料
申し込み　11 月 15 日（木）まで
に赤十字奉仕団委員長の清水さ
ん〔☎（7092）5079〕へ

日時　11月 10日（土）午後２時～
場所　キャンピングヒルズ鴨川ロ
ッジ（曽呂地区）
内容　高崎経済大学名誉教授・飯

【 人 権 ・ 行 政 相 談 】
◇11月16日（金）午前10時～午後３時
○太海公民館〔☎（7092）0669〕
・人権問題や市役所の仕事など。当日は電
話相談も受け付けます。問い合わせは、
総務課秘書広報室〔☎（7093）7827〕へ
【 交 通 事 故 相 談 】

◇11月15日（木）午前10時～午後３時
○市役所４階会議室
・相談員は県の交通事故相談員。問い合わ
せは消防防災課〔☎（7093）7833〕へ
【 年 金 相 談 】

◇11月28日（水）午前10時～午後３時
○鴨川市役所４階会議室
・厚生年金（老齢・遺族）の手続きについ
て。11月１日（木）から予約を受付。先
着30人。予約・問い合わせは、市民生活
課〔☎（7093）7839〕へ
【消費者（法律）相談会】

◇11月17日（土）午前10時～午後３時
○鴨川市民会館１階会議室
・法律に関することについて、ちば司法書
士総合相談センター館山地区の司法書士
が相談を受付。申し込みは事前に同セン
ター〔☎043（204）8333〕へ。必ず前日
までにご予約を。予約がないと相談をお
受けできません。また予約がない場合は
相談会も実施しませんのでご注意を
【 税 の 相 談 】

◇11月13日（火）午前10時～午後３時
○税理士会館山支部（館山市）
・所得税や相続税など、税に関する相談を
税理士が受付。申し込みは事前に同支部
〔☎0470（23）4132〕へ
【 思 春 期 相 談 】

◇11月15日（木）午後２時～４時
○安房健康福祉センター（館山市）
・不登校やいじめ、引きこもりなどの悩み
を抱える思春期・青年期前期の悩みを臨
床心理士が受付。保護者のみの利用も
可。一人1時間程度。申し込みは事前に
同センター〔☎0470（22）4511〕へ

■日　　時　11 月８日（木）午後７時～８時 30 分
■場　　所　城西国際大学　安房キャンパス　ＡＶホール
■内　　容　若手経営者を対象に「君に届け！魂の叫び　実演販売
のカリスマから学ぶ～一瞬で相手をつかむ人心掌握術～」をテー
マとしたセミナーを開催。講師は、年間登壇 160 回を超える実演
販売のカリスマ・いとう伸氏。経験をもとにした経営販売・接客
術の極意を熱く解説。参加費は無料
■申し込み　（社）鴨川青年会議所〔☎ 080（5179）9626・FAX
（7093）0639〕へ。先着 130 人

鴨川青年会議所セミナー
「一瞬で相手をつかむ人心掌握術」

岡秀夫氏を講師に「“福翁自伝”
を読む－日本の近代化と福澤諭
吉－その（３）」をテーマとした
講演。リハビリ専門医・鵜飼俊
忠氏の「ぴんぴんころりを実現
するには」をテーマに講演も
問い合わせ　同施設の椎野さん
〔☎（7092）9979〕へ。聴講は
無料
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　このコーナーでは、地域の行事や活
動など、皆さんからの情報をお待ちして
います！提供いただける方は、発行日の
1か月前までに総務課秘書広報室広報
広聴係へご連絡を。

みんなおいでよ！
子育て総合支援センター

日時　11 月３日（土・祝）、４日
（日）午前 10時～
場所　亀田医療大学
内容　看護体験（採血・妊婦体験、
血圧測定、バイタルサイン）や
模擬授業（消臭剤づくり）、バ
ザー、模擬店、有志による発表、
歯科無料検診など。気軽にご来
場を
問い合わせ　亀田医療大学〔☎
（7099）1211〕へ

日時　11月11日（日）午前11時
30分～午後４時
場所　南総文化ホール（館山市）
内容　『うつ病の理解と予防～心が
元気ですごせるように　育てよ
う「こころの力」～』をテーマ
に精神科の野村総一郎医師の講
演（午後２時～）。アトラクション
（バンド演奏、エイサー演舞）や
アルコール体質判定テスト、質
問・相談コーナーなど。参加費
は無料
問い合わせ　安房保健所〔☎0470
（22）4511〕へ

日時　11月 18 日（日）午後 1時
30分～
場所　袖ケ浦市民会館
内容　「誰にだってその人の“華”
がある」をテーマに、人権の大
切さについて考える講演会。講
師は俳優の八名信夫氏。定員
649人（当日先着順）。参加費は
無料。満２歳児から就学前の幼
児を対象に保育もあり。希望す
る方は 11月 13 日（火）までに
申し込みを。おやつ代１人 300
円が必要。手話通訳もあります
問い合わせ　袖ケ浦市市民活動支
援課〔☎ 0438（62）3102〕へ

日時　11 月 11 日（日）午前 10
時～午後３時
場所　市民会館（入場無料）
内容　日本舞踊や長唄、新舞踊、
詩舞など日本舞踊連盟の会員約
60人が華麗な舞いを披露
問い合わせ　日本舞踊連盟の高島
さん〔☎ 090（4522）6564〕
へ

日時　11月７日（水）～11日（日）
午前10 時～午後４時（最終日は
午後３時まで）
場所　みんなみの里ギャラリー
内容　風景スケッチや季節の花々、
食物を自分の思い出にのせて描
いた水彩画約 50点を展示
問い合わせ　長谷川さん〔☎（
7094）1374〕へ。入場無料。
クラブ員も募集中です

亀田医療大学 大学祭
心の健康のつどい

地域人権啓発活動活性化事業
ヒューマンフェスタ IN袖ケ浦

第８回「秋のおどり」

第3回田原公民館水彩クラブ
水彩画展

赤ちゃんデー
日時　11 月 20 日（火）午前９時
30分～午後３時 30分
場所　子育て総合支援センター
対象　１歳未満の乳児と保護者
内容　一日中、赤ちゃんがゆった
りと遊べるスペースを用意。午
前 10時 30 分からは「ぴよぴよ
タイム」として絵本の読み聞か
せやふれあい遊び、感染症予防
のお話。身長・体重も測れます。
予約不要。当日は、１歳未満の
お子さんとその保護者のみのご
利用となります
出前保育
日時　11 月 21 日（水）午前 10
時～ 11時 30分
場所　東条公民館
対象　未就学のお子さんと保護者
内容　親子遊びやパネルシアター、
　手づくりおもちゃの制作など。
予約不要
◎問い合わせは、いずれも子育て
総合支援センター〔☎（7093）
5001〕または、ふれあいセンター

の福祉課〔☎（7093）7112〕へ

　スポーツをやりながら、歌も歌
おう－。鴨川少年少女合唱団では、
男子の団員を募集。同団には剣道
や陸上、卓球、テニスなど部活と
両立させながら、男子が歌い継い
できた歌があります。歌うことが
好きな子や、歌がうまくなりたい
子も、気軽に問い合わせください。
もちろん女子も大歓迎。対象は男
女とも４歳以上高校生まで
練習日　毎週日曜日午後１時～4時
場所　中央公民館
申し込み　鴨川少年少女合唱団
事務局の高橋さん〔☎（7093）
0041・ ☎ 090（6156）6576〕
へ

鴨川少年少女合唱団
男子の団員を募集

図書つうしん
がダイスキ！

ƓƻƟƴƩƬƜƷƓƸƳƠ˟

午前 10時～ 10時 30分　
市立図書館〔☎（7092）0312〕

　市立図書館では、０歳の乳児に
赤ちゃん向け絵本と絵本バッグを
贈呈しています。「こんにちは赤
ちゃん訪問」・「新生児訪問」で
お渡ししている絵本の引換券を持
参し、お早めに市立図書館へご来
館ください。引換券の有効期限
は、お子さんが満１歳になるまで
です。なお、途中で転入された方
は、母子手帳をご持参くだ
さい。詳しくは、同館へ。

絵本のタイトル
▶「なりました」
▶「いっしょにあそぼ！」（大型絵本）
　０歳から３歳児までの乳幼児を対象
に、おひざの上での絵本の読み聞かせ
や手遊び、わらべうたなど。授乳コー
ナーもご用意しています。参加費は無
料。詳しくは同館へ。

11/８（木）

満１歳までに引き換えを
「赤ちゃんに
　　　　絵本の贈り物」
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広報取材中に出会った、
「輝いている皆さん」を
紹介します！

　日本で一番重いカボチャを決める「第26
回日本一どでカボチャ大会」が９月30日に、
香川県小豆島で開催され、鴨川市内から出品
したカボチャが２部門で日本一に輝きまし
た。
　この大会には、９月23日にみんなみの里
で開催された「第３回千葉県ジャンボカボ
チャ大会」で、上位入賞した上野貢司さん
（宮山在住）、岩瀬政夫さん（天津在住）、大
西克明さん（東町在住）
のカボチャが、千葉県代
表として日本一決定戦に
挑戦。その結果、オレン

ジ色の濃いジャイアントパンプキン部門で、上野さんのカボ
チャ（４０２.２㎏）が初の日本一に輝き、そして、岩瀬さ
んのカボチャ（３９０.２㎏）も準優勝を飾りました。この

ほか、オレンジ色の薄いスコッシュ部門
でも、大西さんのカボチャ（３９４.８㎏）が優勝を果たす
など、鴨川勢のカボチャが上位を独占しました。これまで、
市内では20年間にわたりジャンボカボチャ大会などに取り
組んできましたが、その歴史のなかで、念願の日本一という
快挙を、見事成し遂げました。さらにこの後、上野さんは、
10月 20日にアメリカ・オレゴン州ポートランド市で開催さ
れた世界大会にも、日本代表として参加しました。

４０２.２㎏で見事“日本一”に
上野貢司さんの「ジャンボカボチャ」


